
Bo oks

●串間市立図書館
　☎ 72−1177
●開館＝午前10時〜午後６時
●休館日＝毎週月曜日
● ＨＰ＝https://www.city.kushima.

lg.jp/library/index.html

図書館に行こう

新刊情報
エクアドール （滝沢 志郎／著）
老〜い、どん！２（樋口 恵子／著）
高く翔べ（吉川 永青／著）
子どもの姿勢ピン！ポーズ（西村 猛／著）
バトラーさんの贈りもの（百  々佑利子／著）
孤蝶の城（桜木 紫乃／著）
にっぽんカラス遊戯（松原 始／著）
俺ではない炎上（浅倉 秋成／著）

　図書館では、自由研究について
の本を多数用意しています。
　本からヒントを得て、調べて、
早めに終わらせてしまいましょう！
　また、夏休み期間中は平日のみ
午前９時半開館となります。１・２
階の学習スペースの利用もお待ち
しております。
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　「『夢』がないやて？ほな『夢
の見つけ方』教えたろか」。主人
公を「宇宙一の偉人に育てる」と
ガネーシャは宣言したが、そも
そも彼にはかなえたい夢がなく
て…。ガネーシャの生い立ちも
明かされる、夢ゾウシリーズの
原点。

イベント情報

　なが～いへびを、へびとは気
付かず、楽しく遊ぶ動物たち。
ウサギは大縄跳びをして、ゴ
リラはターザンごっこ!?驚き
とユーモアたっぷりの展開に、
次々とページをめくりたくなる
絵本。

今
月
の
テ
ー
マ
展
示

夏休みこども絵画教室
● 日時＝７月30日（土）�午後１時～ 

詳細は図書館までお問い合わせください。
●場所＝図書館２階会議室

●参加費＝無料
●定員＝８名（要申し込み）
●対象＝小学生（低学年は保護者同伴）
● 持ち物＝絵の具・筆記用具・ 

汚れてもいい服

ＪＲ日南線利用促進連絡協議会
イメージキャラクター

「ニッチー」

※利用予定日の５日前までに！ ※利用日から14日以内に！※原則、串間駅で乗車券を購入し、領収書を発行してもらうこと！

利用計画書の提出 乗車券の購入 JR日南線利用 実績報告書兼
請求書の提出

申請書類は、
市総合政策課、
市公式サイトに
掲載しています。

利用対象期間 令和４年４月１日～令和５年３月31日

対 象 団 体 幼稚園および保育園、小学校、中学校、親子会、スポーツ少年団、部活動およびＰＴＡ活動、
自治会および校区団体、高齢者サロンなど

補 助 金 額

運賃総額の10 ／ 10以内 
（ただし、上限20万として、団体割引が適用される場合は、適用後の運賃を補助します）
申請書は先着順の受け付け順とし、予算を超える場合は締め切りとします。
※申請額を満額補助できない場合があります。
※原則、ＪＲ日南線利用予定日の５日前までの申請をお願いいたします。

要 件
市民２人以上の団体活動とします（児童生徒については、保護者同伴をお願いします）。
ＪＲ日南線の区間（南宮崎駅～志布志駅）が対象となります。
※宮崎駅および宮崎空港駅も対象駅に含みますが、宮崎駅～宮崎空港駅間の利用は対象となりません。

ＪＲに乗っちみろかい！ 行ってみよかい！

沿線市(宮崎市、日南市、志布志市、串間市)からなるＪＲ日南線
利用促進連絡協議会より遠足、文化・スポーツ交流、研修などで 
ＪＲ日南線を利用する際に運賃補助を行います。

問い合わせ先　総合政策課地域振興係☎５５‐１１５３

JR日南線 利用促進補助金事業JR日南線 利用促進補助金事業
く

しま再発見
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櫛間城全景（1992年撮影）
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知
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和暦 西暦 出　来　事
延暦１4 795 櫛間院設置

建武元 1334 野辺久盛が武蔵国榛沢郡野辺郷（現埼玉県
岡部町）より櫛間院の地頭にあてがわれる。

建武２ 1335 盛忠（久盛の子）が櫛間城の城郭を構える。

文明５ 1473 島津立久が弟の伊作久逸を櫛間院地頭に任
じる。野辺氏の治世が終わる。

文明１8 1486 島津忠廉が飫肥・櫛間の領主となる。

永禄１１ 1568 伊東・島津和睦、伊東氏は飫肥・南郷の領
地を、肝付良兼は串間の領地を分け合う。

天正１５ 1587 豊臣秀吉の九州征伐により、筑前秋月種長
を財部（現高鍋）・櫛間に転封する。

文禄４ 1595 種長が上町金谷の城下町建設

慶長元 1596 種長が西林院設置

慶長４ 1599 種長が居城を金谷城から櫛間城に移す。

慶長９ 1604 種長が居城を櫛間城から高鍋城に移す。

元和元 1615 一国一城令により、櫛間城廃城
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